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わがまちの映画を創ろう　（足利市・さくら市・栃木市）
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先が尖った紡錘形の「中山か
ぼちゃ」。今年2月に地域団
体商標として登録されました

のどかな田園地帯に広がるかぼちゃ畑（那須烏山市内）

「中山かぼちゃ」の
生産者の皆さん

栃
木
県
の
山
間
に
む
か
し
か
ら
評
判
の
、
お
い

し
い
か
ぼ
ち
ゃ
が
あ
り
ま
す
。
先
が
尖
っ
た
紡

錘
型
で
、
２
つ
に
割
る
と
か
わ
い
い
ハ
ー
ト
形
。

果
肉
は
濃
い
橙
色
で
、
き
め
が
細
か
く
、
加

熱
す
る
と
栗
の
よ
う
に
ホ
ク
ホ
ク
に
な
り
ま

す
。
産
地
名
か
ら
「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
」
と
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
栽
培

が
難
し
く
、
収
穫
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
長
い

間
、
農
家
の
自
家
消
費
用
で
、
流
通
は
一
部
地

域
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
栃
木
県
は
、

88
年
に
品
種
改
良
に
着
手
。
13
年
の
歳
月
を
か

け
新
品
種
「
ニ
ュ
ー
な
か
や
ま
」
を
開
発
し
ま

し
た
。
08
年
に
は
「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
名
称

で
地
域
団
体
商
標
出
願
を
行
い
、
今
年
２
月
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
関
係
機
関
・

生
産
組
織
が
一
体
と
な
っ
た
「
ほ
っ
こ
り
中
山

か
ぼ
ち
ゃ
55
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
。
全
国
ブ
ラ
ン

ド
化
へ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

を
全
国
へ
！

中
山
か
ぼ
ち
ゃ

ほ
っ
こ
り

中山かぼちゃを全国へ

ホ
ク
ホ
ク
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「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
」
は
、
北
海

道
の
開
拓
者
が
作
っ
て
い
た
も

の
が
戦
後
、
旧
烏
山
町
中な
か
や
ま山

地

区
（
現
在
の
那
須
烏
山
市
）
に

伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

50
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
し
た
。

主
に
農
家
の
自
家
消
費
用
に
栽

培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
中

山
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
お
い
し
い
」

と
、
地
元
で
は
評
判
で
し
た
。

　

農
協
婦
人
部
（
当
時
）
が
、

こ
れ
を
地
域
の
特
産
品
に
し
よ

う
と
、
栽
培
を
始
め
た
の
が
35

年
前
。
87
年
に
は
地
域
内
に
種

取
り
の
た
め
の
畑
を
設
け
、
品

種
の
保
存
に
も
努
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
90
年
、Ｊ
Ａ
烏
山
に
「
中

山
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
」
を
つ
く
り
、

近
隣
の
地
域
に
出
荷
。
宅
配
に

よ
る
出
荷
も
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栃
木
県
農
業
試
験
場

は
88
年
、
同
部
会
か
ら
の
依
頼

で
、
品
種
改
良
を
開
始
。
13
年

の
歳
月
を
か
け
て
優
良
品
種

「
ニ
ュ
ー
な
か
や
ま
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
均

一
で
安
定
的
な
生
産
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
同
部

会
の
15
戸
の
農
家
が
、
年
間
約

16
㌧
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
３
月
に

苗
づ
く
り
、
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
交
配
を
行
い
ま
す
。
交

配
の
作
業
は
、
雑
交
配
を
防
ぐ

た
め
早
朝
、
花
が
開
く
と
同
時

に
行
い
、
花
粉
が
飛
び
始
め
る

８
時
前
に
済
ま
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
受
粉
し
た
花
に
は

そ
れ
ぞ
れ
、
日
付
を
書
い
た
札

を
立
て
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

受
粉
の
１
か
月
後
、
実
が
10
㌢

ほ
ど
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

マ
ッ
ト
を
敷
き
、
40
日
後
に
は
、

日
焼
け
防
止
の
た
め
の
日
よ
け

を
、
わ
ら
な
ど
で
作
り
ま
す
。

手
間
ひ
ま
か
け
て
55
日
目
、
７

月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
の
暑
い

時
期
に
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
後
、

よ
く
乾
燥
さ
せ
、
き
れ
い
に
磨

い
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

交
配
か
ら
55
日
間
じ
っ
く
り
熟
成

栃木県塩谷南那須農業振興事務所は、中山かぼちゃ畑を巡回し、
栽培方法などを指導しています（写真は5月に行われたほ場調査）

出荷前、大きさや色合いなどを確認する JA 職員

「中山かぼちゃ部会」は、独自の「採種ほ場」
を設け、かぼちゃの種を保存・管理しています

それぞれのかぼちゃには、交配日
を書いた札が立っています。栽培
日数を管理するためで、交配から
55日以上経ったものを収穫します

中山かぼちゃは、７月中旬から
８月下旬にかけてが出荷のピー
ク。出荷場は活気があふれます

中山かぼちゃを全国へ
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中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
拡
大

や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
７
月

31
日
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
本
店
（
那

珂
川
町
）
で
「
ほ
っ
こ
り
中
山

か
ぼ
ち
ゃ
55
ク
ラ
ブ
」
の
発
足

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
が
進
め
る

伝
統
的
な
食
文
化
を
守
る
活

動
「
フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
」
の

一
環
。
関
係
組
織
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
も
う
と
い
う
協
議

会
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
中
山
か

ぼ
ち
ゃ
の
販
売
は
、
県
内
の
小

売
店
や
直
売
所
が
中
心
で
し
た

が
、
イ
オ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、

販
路
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

イ
オ
ン
で
は
、
関
東
地
区
の
イ

オ
ン
総
合
ス
ー
パ
ー
７
店
舗
の

ほ
か
、
イ
オ
ン
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
全
国
的
に
売
り
出
し
ま

し
た
。
各
店
舗
で
は
、「
フ
ー

ド
ア
ル
チ
ザ
ン
商
品
」
と
し
て
、

生
産
者
の
名
前
と
顔
写
真
が
入

っ
た
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
を
販
売
し

ま
し
た
。

 

「
埼
玉
県
の
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
店
で
は
、
試
食
販
売
を
実
施

し
ま
し
た
。
約
７
０
０
人
の
お

客
さ
ま
に
ご
試
食
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ま
か
ら

は『
ホ
ク
ホ
ク
し
て
お
い
し
い
』

『
家
で
は
食
べ
な
い
子
ど
も
が
、

お
い
し
い
と
、
食
べ
て
い
ま
し

た
』
な
ど
、
ご
好
評
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
㈱
農
産
商
品
部
の
内
田
さ
ん
。

　

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
が
一

段
落
し
た
８
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
な

す
南
烏
山
支
店（
那
須
烏
山
市
）

の
会
議
室
に
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
手

に
し
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
中
山
か
ぼ

ち
ゃ
部
会
が
毎
年
開
い
て
い
る

「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
食
味
検
討
会
」。

持
ち
寄
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
か
ぼ

ち
ゃ
を
試
食
し
、
食
味
な
ど
、

感
想
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

　

部
会
員
の
一
人
、
黒
須
一い
ち
ぞ
う三

さ
ん
は
今
年
83
歳
。
か
ぼ
ち
ゃ

づ
く
り
30
年
の
長
老
で
す
。

 

「
生
産
者
は
、
多
い
と
き
は
30

人
く
ら
い
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
15
人
。
そ
の
多
く
が
70
歳
後

半
で
す
」
と
黒
須
さ
ん
。

　

後
継
者
育
成
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
な
か
、
新
し
く

仲
間
入
り
し
た
会
員
も
出
席
し

て
い
ま
し
た
。
同
市
藤
田
の
小

川
崇
さ
ん

(44)
。
３
年
前
に
脱
サ

ラ
し
、
家
業
の
農
業
を
継
い
で
、

今
年
初
め
て
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
を

栽
培
し
ま
し
た
。

 

「
水
田
の
一
部
を
畑
に
し
て
栽

培
し
ま
し
た
が
、
豪
雨
で
全
滅

で
す
。
来
年
は
、
こ
れ
を
教
訓

に
水
は
け
の
良
い
場
所
に
畑
を

移
し
、
再
挑
戦
し
ま
す
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

生
産
品
を
持
ち
寄
り
食
味
検
討
会

販
路
拡
大
め
ざ

し
協
議
会
設
立

８月に開かれた『食味検討会」。生産者 11 人が出
席し、今年産の中山かぼちゃの食味を評価しました

食味検討会に出席した新
部会員の小川崇さん（左）

７月 31 日には「ほっこり中山かぼちゃ 55 クラブ」
の発足式が行われました。この日は、各団体の代表者が
出席して設立総会と設立趣意書の締結式を行いました

「中山かぼちゃの」試食販売が行われた
イオンレイクタウン店（埼玉県越谷市）

中山かぼちゃを全国へ
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Ｊ
Ａ
な
す
南
は
、
消
費
者
や

関
係
者
を
対
象
に
し
た
「
産
地

ツ
ア
ー
」
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
Ｐ
Ｒ
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
10
年
夏

に
那
須
烏
山
市
で
開
催
し
た
ツ

ア
ー
に
は
、
市
場
や
学
校
給
食

関
係
者
な
ど
40
人
が
参
加
。
か

ぼ
ち
ゃ
畑
２
か
所
を
見
学
し
ま

し
た
。
収
穫
を
体
験
し
た
あ
と
、

会
場
を
市
内
の
洋
食
レ
ス
ト
ラ

ン
に
移
し
、
料
理
の
試
食
会
を

行
い
ま
し
た
。
試
食
会
で
は
中

山
か
ぼ
ち
ゃ
と
、
同
じ
地
域
内

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
み
な

み
ち
ゃ
ん
か
ぼ
ち
ゃ
」「
み

や
こ
」
を
食
べ
比
べ
。
こ
の

あ
と
、
か
ぼ
ち
ゃ
料
理
・
ス
イ

ー
ツ
の
ほ
か
、
地
域
の
野
菜
を

使
っ
た
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

か
ぼ
ち
ゃ
産
地
ツ
ア
ー
で
消
費
拡
大

JA なす南が主催した「かぼちゃ産地ツアー」

那須烏山市の郊外に小さなパン工房があり
ます。ここは社会福祉法人・大和久福祉会
が運営する知的障害者の就労支援事業所「パ
ン職人いっぴ」。この秋から製造・販売を始
めた「中山かぼちゃパン」が人気です。こ
れまでにも、隣接のいちご園や、国見のみか
ん園など、地元産の農産物を使ったジャム
パンなど、50 種類以上を製造・販売。地元
ではおいしいパン工房として知られ、焼き
たてを求めて開店前から訪れる人も少なく
ありません。「中山かぼちゃパン」は、パン
生地に、ブロック状のゆでた「中山かぼちゃ」
を練り込み、ふっくらと焼き上げました。ふ
わふわのパンと、ホクホクの「中山かぼちゃ」
の食感・風味が同時に楽しめます。かぼちゃ
だけのパンと、チーズ・クリームが入った
パンの２類があります。　　（写真は試作品）

中山かぼちゃパン
パン職人 　いっぴ　（大和久福祉会）

パン職人　いっぴ
栃木県那須烏山市藤田1060-4

☎ 0287-88-0002
営業時間＝10時〜16時
定休日＝水曜日・土曜日

３種類のかぼちゃを食べ比べてみました

地元飲食店・菓子店の協力で中山かぼちゃを
使った料理やスイーツの試食会を行いました

「いっぴ」スタッフの皆さん

中山かぼちゃを全国へ
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オーディション会場で、応募
者に趣味や特技などについて
質問する映像ディレクターの
藤橋誠さん

8 月 17-18 日、配役を決める第１次オーディション
が開かれました。市内の小・中・高校生など 38 人が応募、
９月の第２次審査を経て４人のキャストが決定しました。
足利「まち映画」をつくる会では、応募者全員にエキス
トラやスタッフとして参加してもらうことにしています

足利「まち映画」をつくる会は、昨年と今年の２
年間、市の支援を受けて、映画づくりを進めてい
ます。昨年は子どもたちが映画を制作するワーク
ショップを実施し、５分間の短編映画をつくり
ました。同ワークショップで興味を持ったという
小学生が今年のオーディションに応募してくるな
ど「まち映画」への関心は高まっています（下
の写真は昨年行われた映画制作ワークショップ）

昨年行われた映画
制作ワークショップ

映
画
づ
く
り
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
デ
ジ
カ
メ
で
、
身
近
な

風
景
や
地
域
の
お
祭
り
を
撮
影
。
本
格
ム
ー

ビ
ー
で
感
動
の
長
編
映
画
制
作
。
動
画
サ
イ

ト
で
公
開
し
た
り
、
公
民
館
や
映
画
館
で
の
上
映
な
ど
、

そ
の
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
い
ま
、
映
画
づ
く

り
を
、
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

目
線
で
と
ら
え
た
映
像
で
、
わ
が
ま
ち
の
魅
力
を
再
発

見
。
ま
た
制
作
現
場
で
は
、
仲
間
づ
く
り
の
輪
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。
映
画
の
制
作
現
場
を
覗
い
て
み
ま
し
た
。

　足利市で「まち映画」の制作が始まりました。市内の名所や美しい風
景を背景に、子どもたちが考えたストーリーに基づいて、子どもたちが
演じます。制作は、足利市在住の映像ディレクター藤橋誠さんが指導。
映像専門学校生の協力で進められています。タイトルは「神様、仏様、
オヤジ様。」公募による高校生のプロットをもとに、藤橋さんが脚本化。
10 月から演技の練習に入り、11 月・12 月にプロの俳優を招いての
撮影。来年３月 30 日に足利市民プラザで一般公開（有料上映）予定です。

（足利市市民活動支援補助金事業）

劇場公開（有料）映画を制作
足利で「まち映画」をつくる会（足利市）

映
画
を
創
ろ
う

わ
が
ま
ち
の

（問い合わせ）
足利市民活動センター内
足利で「まち映画」をつくる会
☎0284(44)7311
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さ
く
ら
市
の
氏
家
公
民
館
で
は
、
音
楽
あ
り
ダ

ン
ス
あ
り
の
イ
ン
ド
映
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
イ
ン
ド
と
関
わ
り
が
深
い
、
さ
く
ら
市

出
身
の
画
家
・
荒
井
寛
方
に
ち
な
ん
で
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
中
の
７
月
22
日
か
ら
８
月

25
日
ま
で
、
映
画
づ
く
り
に
向
け
た
集
中
レ
ッ
ス

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
は
、
氏
家
公
民

館
が
子
ど
も
た
ち
に
同
館
大
ホ
ー
ル
を
開
放
す

る
「
氏
家
自
由
学
校
」
事
業
と
し
て
開
催
。
演
技
、

ア
ク
シ
ョ
ン
、
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、
作
曲
な
ど
、
さ

く
ら
市
に
縁
の
あ
る
専
門
家
の
指
導
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ
的
な
短
編
映
画
の
年
度

内
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
ほ
か
、
３
年
計
画

で
１
時
間
を
超
え
る
大
作
の
制
作
も
企
画
し
て
い

ま
す
。
氏
家
公
民
館
で
は「
自
由
学
校
」閉
講
後
も
、

出
演
者
や
エ
キ
ス
ト
ラ
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
文
部
科
学
省
『
公
民
館
等
を
中
心
と
す
る
社
会
教
育
活
性
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
若
者
の
自
立
・
社
会
参
加
支
援
講
座
助
成
金
を
活
用
し
た
事
業
）

撮影は、さくら市のまちづくりボランティ
ア「桜縁隊（おうえんたい）」の若手グルー
プ。桜縁隊は、「わがまちｂ CM コンテスト
2012」の入選チーム。腕前はプロ級です

映 画 づ く り に は、 さ く ら 市 の ご 当 地 ア イ ド ル
「Lovely ☆ Candy」もキャストとして参加。8
月 24 と 25 日には、撮影隊も加わって、歌とダ
ンス、演技など、総合的なレッスンを行いました 

歌・踊り・アクション
などを指導するチー
ム「クックマン」のメ
ン バ ー KASUMI さ
ん（右）と演技指導担
当の物まね芸人・吉
田てくろうさん（中）

演技を指導するチーム「クックマン」
のリーダー、クックマンさん（右下）

映
画
音
楽
の
曲
づ
く
り
を
指
導
す
る
さ
く
ら

市
在
住
の
作
曲
家
、
落
合
崇
史
さ
ん
（
左
）

歌
と
ダ
ン
ス
の
イ
ン
ド
映
画

氏
家
公
民
館
（
さ
く
ら
市
）

（問い合わせ）
さくら市氏家公民館
☎028(682)1611
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2012 年の応募作品より

 

「
ま
ち
の
魅
力
を
あ
な
た
目
線
で
Ｃ
Ｍ
に
！
」
と
、
総
務

省
関
東
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
協
議
会
は
「
わ
が
ま
ち

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
協
議

会
の
副
代
表
で
も
あ
る
、
栃
木
県
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
の
荒

川
恒
昭
さ
ん
は
、
県
内
各
地
で
「
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
制
作
講

座
」
を
開
催
し
、
映
画
づ
く
り
を
普
及
・
指
導
し
て
い
ま

す
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
わ
が
ま
ち
の
魅
力
を
30
秒
の
Ｃ

Ｍ
で
表
現
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
。
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

ア
マ
チ
ュ
ア
な
ら
ば
誰
で
も
気
軽
に
応
募
で
き
ま
す
。
な

か
で
も
栃
木
県
か
ら
の
応
募
は
多
く
、
入
賞
作
品
も
増
え

て
い
ま
す
。
５
回
目
の
「
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
３
」は
10
月
20
日
、千
葉
県
佐
倉
市
で
開
か
れ
ま
す
。「まちかど美術館」と共催

の 30 秒 CM の制作講習
会。写真上はパソコンを
使った編集作業。下は撮
影の実習。「30 秒 CM は、
デジカメの動画モードで簡
単につくれます」と講師の
荒川恒昭さん（小山市で）

小
山
市
中
央
町
に
あ
る
「
ま
ち
か
ど
美

術
館
」
紹
介
Ｃ
Ｍ
制
作
の
た
め
、
ス

タ
ッ
フ
を
取
材
す
る
川
元
由
美
子
さ
ん

「わがまち CM コンテスト 2013」本選に先立ち「とちぎ大会」が、
10 月 12 日にさくら市で開かれます。昨年の「とちぎ大会」では
４３点の応募があり、14 点を全国大会に推薦。このうち「桜縁会」（さ
くら市）制作の「垣根をこえた町づくり」が全国大会で入選しました

Ｃ
Ｍ
を
編
集
す
る
栃
木
県
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
代
表
の
荒
川
恒
昭
さ
ん
。
荒
川
さ

ん
は
、
第
１
回
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
最

優
秀
賞
受
賞
者
。
県
内
各
地
で
30
秒

の
Ｃ
Ｍ
づ
く
り
を
指
導
し
て
い
ま
す

ま
ち
の
魅
力
を
30
秒
の
ド
ラ
マ
に

栃
木
県
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
（
栃
木
市
）

（問い合わせ）
栃木県シニアセンター
☎0282(20)3322
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大
き
な
大
き
な

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選

このページの写真は
「とちぎフォトライブラリー」からダウンロードできます

史
跡

侍
塚
古
墳
（
大
田
原
市
）

　

大
田
原
市
（
旧
湯
津
上
村
）
に
は
、
古
代
文

化
を
感
じ
さ
せ
る
史
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
松
を
戴
く
前
方
後
方
墳
の
下
侍
塚

古
墳
は
「
日
本
一
美
し
い
古
墳
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
10
月
下
旬
に
は
、
松
を
害
虫
か

ら
守
る
た
め
の
コ
モ
巻
き
が
行
わ
れ
、
冬
を
迎

え
る
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
指
定
史
跡
。

佐
貫
観
音
（
塩
谷
町
）

　

露
座
の
大
磨
崖
仏
「
佐
貫
観
音
」。
鬼
怒
川
の
風

光
明
媚
な
沿
岸
に
直
立
し
た
高
さ
46
㍍
の
岩
面
に

線
彫
り
さ
れ
た
巨
大
な
大
日
如
来
の
坐
像
。
か
な
り

不
鮮
明
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
次
第
に
顔
が
見
え
て

き
ま
す
。
技
巧
を
凝
ら
さ
な
い
彫
り
の
線
が
、
お
お

ら
か
な
仏
様
の
表
情
を
創

り
、
仰
ぎ
見
る
人
は
深
い

安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。
弘

法
大
師
一
夜
の
作
と
も
伝

え
ら
れ
、
平
安
末
期
〜
鎌

倉
初
期
の
作
品
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も

類
の
少
な
い
線
彫
り
磨
崖

仏
で
す
。国
重
要
文
化
財
、

国
指
定
史
跡
。

殺
生
石
（
那
須
町
）

　

那
須
の
温
泉
神
社
か
ら
約
２
０
０
㍍
、

湯
川
近
く
の
「
賽
の
河
原
」
付
近
に
殺

生
石
が
あ
り
ま
す
。「
九
尾
の
狐
」
の

伝
説
を
も
つ
、
黒
ず
ん
だ
大
き
な
輝
石

安
山
岩
。
岩
の
周
辺
か
ら
ガ
ス
を
噴
き

出
し
、
生
き
物
を
殺
し
て
し
ま
う
の
で
、

こ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。
県
指
定
史
跡
。

鑁
阿
寺
と
足
利
学
校
（
足
利
市
）

　

静
寂
の
中
に
、
鎌
倉
時
代
の
建
築
様
式
を
今
に
伝
え
る
鑁
阿
寺
。
義
康
の
子

義
兼
が
邸
内
に
持
仏
堂
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
壕
と
土

塁
を
め
ぐ
ら
し
た
寺
域
は
４
万
平
方
㍍
に
も
及
び
ま
す
。
な
お
、
鑁
阿
寺
の
本

堂
は
今
年
８
月
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
足
利
学
校
は
１
１
０
０
年
前
に
、

小
野
篁
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
日
本
最
古
の
学
校
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
国
宝
の
図
書
を
は
じ
め
、
貴
重
な
文
化
財

が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
鑁
阿
寺
と
足
利
学
校
は
、
市
街
地
に
あ
り
な
が

ら
、
閑
静
そ
の
も
の
で
、
安
ら
ぎ
を
求
め
て
訪
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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栃の葉国体
1980 年 11 月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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１２市７町７２会場で栃の葉国体
競技数・参加選手とも史上最高

第 35 回国民体育大会（栃の葉国体）の秋季大
会は、（1980 年）10 月 12 日から県内 12 市 7
町で繰り広げられた。競技数は公開競技の高校
野球とスポーツ芸術を含めた 31 競技で史上最
多。今大会から山岳、アーチェリー、銃剣道の
３競技が正式競技となったほか、クレー射撃が
10 年ぶりに正式競技に復活。選手団もブラジ
ルから特別参加した 10 人を含め、19,150
人を数え、これまた史上最高を記録した。栃の
葉国体の開会式直後に行われた“栃の葉讃歌”

（写真上）。県内の主婦 2,454 人、宇都宮市の
中・高校生 4,988 人の計 7,442 人が出演した。

銃剣道は、少年、成年ともに２位

山岳競技は、縦走種目で圧倒
的な強さを見せ、総合優勝

アーチェリーは少年男子団
体で、目標の1,850点を
取り、４位に食い込んだ

ク
レ
ー
射
撃
は
、
ス
キ
ー
ト
個
人

（
１
０
０
発
）
で
君
島
博
明
選
手

が
98
点
を
マ
ー
ク
し
、
優
勝
し
た

３万人の観衆が見守るなかを炬火最終ラン
ナーの小野里紀子選手が入場

選手を代表して、
力強く選手宣誓す
　　る堀越武選手
　　　（重量挙げ）

栃の葉讃歌

１９８０とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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６
月
に
愛
知
県
で
開
か
れ
た
「
第
11 

回
高
等
学
校
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス
総
合
大 

会
（
エ
コ
カ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
）」
で

栃
木
県
立
今
市
工
業
高
等
学
校
科
学
研

究
部
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
全
国
の
工
業
高
校
を
対

象
に
「
環
境
に
優
し
い
技
術
を
学
ぶ
こ

と
で
、
人
材
育
成
や
地
域
環
境
活
動
へ

の
貢
献
」
な
ど
を
目
的
に
、
同
実
行
委

員
会
が
毎
年
主
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
全
国
の
22
校
か
ら
あ
わ
せ
て

46
台
が
参
加
。
決
め
ら
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
蓄
電
池
）

で
の
走
行
距
離
を
競
い
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
主
催
者
が
提
供
す
る
蓄

電
池
と
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
走
る
「
エ

コ
ハ
イ
ク
ラ
ス
部
門
」
と
、
モ
ー
タ
ー

は
自
由
の
「
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
部
門
」

そ
れ
に
「
充
電
池
部
門
」
の
３
部
門
で

エ
コ
走
行
を
競
い
ま
し
た
。
今
市
工
業

高
校
科
学
研
究
部
チ
ー
ム
は
、
こ
の
う

ち「
エ
コ
ハ
イ
ク
ラ
ス
部
門
」と「
オ
ー

プ
ン
ク
ラ
ス
部
門
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
エ
コ
ハ
イ
ク
ラ
ス
部
門
」
は
１
周

５
０
０
㍍
の
特
設
コ
ー
ス
を
30
分
間
に

走
っ
た
距
離
（
周
回
数
）
で
競
い
ま
し

た
。
同
チ
ー
ム
の
マ
シ
ン
は
、「
ト
キ
」

号
と
「
オ
オ
ル
リ
」
号
の
２
台
。
全
長

２
㍍
75
㌢
、
幅
60
㌢
、
高
さ
48
㌢
、
流

線
型
の
美
し
い
ボ
デ
ィ
は
、
10
年
以
上

に
わ
た
っ
て
製
作
・
試
走
を
行
い
な
が

ら
完
成
さ
せ
た
究
極
の
形
で
す
。
薄
肉

鋼
管
の
フ
レ
ー
ム
に
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

製
の
カ
ウ
ル
を
被
せ
、
前
年
よ
り
も
約

１
㌕
軽
量
化
。
10
年
前
の
、
鉄
フ
レ
ー

ム
に
塩
ビ
製
ボ
デ
イ
の
１
号
機
と
比
べ

れ
ば
約
５
㌕
も
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ボ
デ
ィ
の
改
良
に
加
え
て

自
作
の
モ
ー
タ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

を
使
い
ま
し
た
。
モ
ー
タ
ー
を
効
果
的

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
無
駄
な

電
力
の
消
費
を
抑
え
ま
し
た
。　

　

機
械
科
３
年
生
の
石
井
大だ
い
き暉
さ
ん
は

科
学
研
究
部
の
部
長
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
開
発
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

 

「
毎
秒
１
０
０
０
回
以
上
の
周
期
で
オ

ン
・
オ
フ
時
間
を
切
り
替
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
の
割
合
に
よ
っ
て
、モ
ー

タ
ー
の
出
力
を
制
御
し
ま
す
。
市
販
品

だ
と
数
万
円
も
し
ま
す
が
、
こ
れ
だ
と

３
０
０
０
円
程
度
で
作
れ
ま
す
」
と
言

い
ま
す
。

　

今
市
工
業
高
等
学
校
科
学
研
究
部
の

省
エ
ネ
電
気
自
動
車
競
技
活
動
は
01
年

に
開
始
。
02
年
の
「
ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ

ノ
・
ム
ー
ブ
大
潟
大
会
」
を
皮
切
り
に

数
々
の
レ
ー
ス
に
出
場
。
同
大
会
で
は

８
回
も
優
勝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
電
気
自
動
車
レ
ー
ス
」

「
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」「
北

関
東
高
校
生
電
気
自
動
車
大
会
」
な

ど
で
数
多
く
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
部
員
た
ち
は
11
月
に
ツ
イ
ン

リ
ン
ク
も
て
ぎ
で
開
か
れ
る
「
エ
ネ
１

グ
ラ
ン
プ
リ
」（
単
三
充
電
池
で
、
走

行
距
離
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
レ
ー
ス
）

で
の
優
勝
を
目
指
し
て
、
車
両
の
調
整

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、
総

合
で
全
国
優
勝
。
同
大
会
で
も
２
連
覇

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

栃木県立今市工業高等学校（日光市）

２００４年当時の「トキ」号。
「ワールド・エコノ・ムーブ」
でクラス優勝を果たしました

今年の「エコカーチャンピオンシップ」には全国 22 校から 46 台が参加しました

エコカーチャンピオンシップで２
年連続優勝した栃木県立今市工業
高等学校科学研究部の生徒たち

エコカーレースで連続優勝
シリーズ●とちぎのひと人
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トマトミルクレモン

　生乳生産量本州一の栃木の牛乳と新鮮なトマトのコラ
ボレーション。栃酪乳業㈱は、新感覚の乳飲料「トマト
ミルクレモン」を新発売しました。「健康志向の幅広い
年齢層に好まれる乳飲料として開発しました。牛乳と、
トマトを一緒に摂ることで、トマトに含まれる栄養素リ
コピンの吸収を高め、さらに不足しがちなカルシウムを
補うこともできます」と、同社営業部長の向坪利明さん。
健康に良いといっても、課題はその味。牛乳とトマトの
配分を変えながら何度も試飲を繰り返し、レモン果汁を
加えて、甘さ控えめのスッキリとした乳飲料が完成しま
した。真っ赤な紙パックからコップに注ぐと、ほのかに
トマトの色と香り。少しとろみがあって、乳酸飲料のよ
うな舌触り。コクのある牛乳と、新鮮なトマトの風味。
それにレモンの酸味が程よくマッチ。野菜の青臭さは無
く、冷製スープのよう。これならトマトが苦手な人でも
ゴクゴク飲めそうです。

（宇都宮市）

栃酪乳業㈱
栃木県宇都宮市東町 76番地
☎ 028-663-4516（代表）

「トマトミルクレモン」（右）500㎖パッ
ク 148 円。栃木県内の一部のスーパー・
道の駅で販売中。左は、とちおとめの甘
さと香りの  「とちおとめいちごミルク」
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